
第 60回 副作用研究会 
 

 

拝啓 

時下、会員の皆様には益々御清栄の事と御喜び申し上げます。さて、第 60 回副作

用研究会を下記のプログラムで行いたく御案内致します。 

御多忙中とは存じますが、多くの方々の御参加を御願い申し上げます。 

敬具 

記 

● 日時： 平成 23年 4月 9日（土） 午後 2時～5時 

● 場所： 新潟薬科大学 CB201   新潟市秋葉区東島 265-1   

● 会費： 500円  学生無料 

 

プログラム 
 

Ⅰ．症例報告          司会：水原郷病院 八木 元広 

 

１． アマルガムが関与したと思われる耳鳴りの 1例 
（株）共栄堂 あやめ調剤薬局  中山 幸太 

 

２． パシル®（パズフロキサシン メシル酸塩）が関与したと思われる薬剤性 

間質性肺炎の一症例 
水原郷病院 薬剤部  古川 智康、八木元広 

                    水原郷病院 内科    榎本克巳 

 

 

Ⅱ．話題提供          司会：新津医療センター病院 継田 雅美 

 

1．当院にてＴＤＭを始めるきっかけとなった症例 
佐渡総合病院   薬剤部 細川 浩輝 

 

２．水原郷病院における泌尿器科薬による薬剤アレルギーについて 
水原郷病院  薬剤部 八木 元広 

 

 

 

当番幹事：     新潟薬科大学  上野 和行 

水原郷病院 八木 元広 

 

 
※本会は新潟薬科大学生涯研修制度に認定されており、研修シール（申請中）が 

交付されます 


